
 

 

 

 

 

 

 

  

 ７月 11日（火）、情報モラル教育として、KDDIさんによるスマホ・ケータイ安全教室を行いまし

た。まず、３時間目に１・２年生が先に学習しました。スマホについては、自分や保護者のものを

触った経験がある子がほとんどでした。学校ではタブレットを扱っていますし、家庭でもゲームで

遊ぶ子が多くみられ、インターネットにつながっている機器に触れることは珍しくない状況です。

そこで、インターネットにつながる際に気を付けること、ルールを決めて使うことの大切さを分か

りやすく教えていただきました。４時間目は３～６年生対象にスマホ・ケータイ安全教室を行いま

した。低学年とは違い、自分のスマホを持っている児童もぐっと増え、たくさんの便利な機能を知

っており、使っているようでした。それだけに知らないことでトラブルに巻き込まれる危険性も高

くなります。危険性も理解しつつ、正しい知識を持って使うことの大切さを学びました。ご家庭で

決めたルールを守ることも重要と教えてもらっています。これを機に再度、ご家庭でインターネッ

トにつながる機器の扱いについてのルールを、お子様と確認されてみてもよいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月 12 日（水）、ＪＩＣＡから講師さんをお招きし、６年生の児童が海外の文化に触れる学習を

行いました。講師の先生は、海外協力青年隊としてガーナで活躍された方でした。民族衣装に身をま

とい、民族楽器や特産品などの紹介をしてくださったり、実際に体験した貴重なお話を聞かせてく

ださったりしました。髪型について話をする際、かつらを持ってきてくださったのです

が、子どもたちは大変気に入り、ずっとかつらをかぶったまま話を聞くという児童も見

られました。楽器を演奏したり、民族衣装を着たりと日本とは違う異文化に触れるよい

時間となりました。 
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スマホ・ケータイ安全教室を行いました！ 

ＪＩＣＡの出前授業を行いました！ 

ガーナで僕がバイクで道を走っていたら突然止められて、ある青年が芋をくれたのです。食べてほ

しいというので食べて「うまい」と言うと、「このおいしさを君に分かってもらいたかった」と返っ

てきました。嬉しい気持ちのシェアをする国の人たちなんですよ。優しい人が多いですね。 


